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市民参加ま愈開孤圀l市政のために

4月1日情報公開制度スタート

　

平成9年12月大野市議会定例会において、大野市情報公開条例が可決され、12月26日に公布されました。

この条例は、開かれた市政の推進を目指す情報公開制度の中核として、市の持つている情報を市民の皆さん

の請求に基づき公開するもので、4月IEヨから施行されることになりました。

　

これまで市政に関する情報は、「広報おおの」や市の刊行物などによってお知らせしてきましたが、さらに

情報公開条例の施行により、市民の皆さんが必要とする情報を見ていただけるようになりますので、気軽に

利用してください。

　

ここでは、Q（質問）＆A（回答）のかたちで、大野市の情報公開制度の概要を紹介します。

Q
情
報
公
開
制
度
は

ど
ん
な
制
度
で
す
か

４

　

市
が
持
っ
て
い
る
情
報

を
、
市
民
の
誰
も
が
知
り

た
い
と
き
に
知
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
市
政
に
関
す
る

「
市
民
の
知
る
権
利
」
を
保
障
す

る
制
度
で
す
。

　

市
政
の
公
平
性
・
透
明
性
を
確

保
し
、
市
民
の
市
政
に
対
す
る
理

解
と
信
頼
を
深
め
、
よ
り
開
か
れ

た
市
政
を
実
現
し
て
い
こ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

ａ

な
ぜ
情
報
公
開
が

必
要
な
の
で
す
か

誂

　

昨
今
、
市
民
の
市
政
に

対
す
る
要
望
や
生
活
意
識

は
大
き
く
変
化
し
、
市
政

が
対
応
す
る
課
題
も
複
雑
多
様
化

し
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
地
方
自
治
の
推
進

に
あ
た
っ
て
は
、
市
民
の
要
望
や

地
域
の
特
性
に
適
確
に
対
応
し
、

市
と
市
民
が
一
体
と
な
っ
た
市
政

を
い
か
に
展
開
し
て
い
く
か
が
重

要
な
課
題
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
市
の
保
有
す
る
情

報
は
市
民
共
有
の
財
産
と
の
認
識

で
、
公
開
・
情
報
提
供
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
、
市

民
の
知
る
権
利
を
保
障
し
、
情
報

提
供
施
策
の
充
実
を
図
る
情
報
公

開
制
度
は
、
住
民
自
治
の
発
展
に

欠
か
せ
な
い
も
の
だ
か
ら
で
す
。

Q
利
用
で
き
る
の
は

ど
ん
な
人
で
す
か

Å

　

大
野
市
民
は
も
ち
ろ

ん
、
市
内
に
通
勤
通
学
す

る
人
、
市
内
に
事
務
所
を

持
つ
個
人
。
法
人
●
団
体
、
市
の

行
う
事
務
事
業
に
利
害
関
係
を
も

つ
人
な
ど
で
す
。

＜
3

実
施
す
る
機
関
は

ど
こ
で
す
か

Å

　

市
長
、
市
議
会
、
教
育

委
員
会
、
選
挙
管
理
委
員

会
、
監
査
委
員
、
公
平
委

員
会
、
農
業
委
員
会
、
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
で
す
。

　

市
の
執
行
機
関
と
議
決
機
関
の

す
べ
て
の
機
関
が
、
実
施
機
関
に

な
っ
て
い
ま
す
。

Q

対
象
と
な
る
情
報
は

ど
ん
な
も
の
で
す
か

Ａ

　

平
成
十
年
四
月
一
日
以

降
に
、
実
施
機
関
の
職
員

が
職
務
上
作
成
ま
た
は
取

得
し
た
文
書
、
図
画
、
写
真
、
磁

気
テ
ー
プ
．
デ
ィ
ス
ク
（
紙
に
出

力
し
た
も
の
）
な
ど
で
、
決
裁
や

供
覧
な
ど
の
手
続
き
が
完
了
し
、

実
施
機
関
が
管
理
し
て
い
る
も
の

で
す
。

　

な
お
、
平
成
十
年
三
月
三
十
一

日
以
前
の
も
の
に
つ
い
て
申
し
出

が
あ
っ
た
と
き
は
、
任
意
公
開
と

し
て
で
き
る
だ
け
公
開
す
る
よ
う

努
め
ま
す
。

しくみ（請求から公開まで）



特集情報公開制度

Q
公
開
請
求
は
ど
う
す

れ
ば
よ
い
の
で
す
か

Ａ

　

市
役
所
の
情
報
公
開
窓

口
（
行
政
資
料
室
）
で
、

所
定
の
公
開
請
求
書
に
名

前
、
住
所
、
知
り
た
い
情
報
な
ど

必
要
事
項
を
記
人
し
て
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。

ａ

公
開
か
非
公
開
か
は

い
つ
分
か
り
ま
す
か

A

　

公
開
で
き
る
か
ど
う
か

は
、
請
求
書
を
受
理
し
た

日
か
ら
上
五
日
以
内
に
実

施
機
関
が
決
定
し
、
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
非
公
開
の
場
合
は
、
公
開

し
な
い
理
由
も
明
記
し
て
、
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

Q
非
公
開
を
不
服
と
す

る
場
合
は
ど
う
す
れ

ば
よ
い
の
で
す
か

Ａ

　

公
開
で
き
な
い
と
決
定

さ
れ
た
場
合
、
そ
の
理
由

に
納
得
で
き
な
い
と
き
は
、

実
施
機
関
に
対
し
て
不
服
申
し
立

て
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
場
合
、
実
施
機
関
は
、

「
情
報
公
開
審
査
会
」
（
識
見
を
有

す
る
者
の
う
ち
か
ら
、
市
長
が
委

嘱
し
た
五
人
以
内
の
委
員
で
構

成
）
に
諮
問
し
、
答
申
を
経
て
決

定
を
行
い
ま
す
。

Q
公
開
請
求
の
費
用
は

ど
れ
く
ら
い
で
す
か

Ａ

　

閲
覧
の
手
数
料
は
無
料

で
す
。
た
だ
し
、
写
し
や

郵
送
を
希
望
す
る
人
か
ら

は
、
実
費
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　

【
一
一
・
’
エ
ー

ー
・
一
回
j

　

市
で
は
、
四
月
一
日
か
ら
の
情

報
公
開
条
例
の
施
行
に
向
け
て
、

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

市
民
に
広
く
情
報
公
開
制
度
の

内
容
を
理
解
し
て
も
ら
う
と
と
も

に
、
適
正
に
利
用
し
て
も
ら
う
た

め
、
情
報
公
開
制
度
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
作
成
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
で
き
次
第
配
布
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
が
利
用
し
や
す
い

制
度
と
な
る
よ
う
に
、
職
員
の
研

修
や
検
索
資
料
の
作
成
、
行
政
資

料
の
一
層
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

情
報
公
開
制
度
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
は

　

市
総
務
部
総
務
課
情
報
管

理
係
（
容
6
6
…
1
1
1
1
内

線
4
3
8
）
ま
で

公開できない情報

　

市が保有している情報は、原則公開ですが、次のよう

な事項が記録されているものについては、非公開となる

ことがあります。

①個人に関する情報で、特定の個人が識別されるもの

2法人などに関する情報で、公開するとその法人など

　

に不利益を与えると認められる情報

③人の生命の保護、犯罪の予防などに支障が生ずるお

　

それがある情報

④国などとの信頼関係が、著しく損なわれると認めら

　

れる情報

⑤市などの行う事務事業の公正・適正な意思形成過程

　

に、著しい支障が生ずると認められる情報

⑥合議制機関などの円滑な議事運営に、著しい支障が

　

生ずると認められる情報

⑦行政運営に関する情報で、事務事業の適正な執行に

　

著しい支障が生ずると認められる情報

⑧法律や条例などにより、公開することができないと

　

されている情報

情報公開制度の
4’゛la●s・・i｀

　

市では、情報公開条例に先立ち、昨年4月より行

政資料室を開設しています。また、今年4月1日か

ら情報公開条例が施行されると、情報公開制度につ

いての相談や請求の受け付けを行います。

　

ここでは、市が作成した刊行物やパンフレットな

どの資料を備えてあり、自由に閲覧することができ

ます。また、市役所の案内窓口として、担当部署へ

の案内や会議・行事などの問い合わせなどにも対応

していますので、気軽に利用してください。



平成9年12月末現在の

市切澄詮祀ト。t

　

市
の
家
計
簿
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
、
ま
た
、
私
た
ち
が
納
め
た
税
金
が
ど

の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
平
成
九
年
十
二
月
末
現
在
の
財

政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

家
庭
の
家
計
簿
と
同
様
に
、
市
の
台
所
事
情

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一
般
会
計

　

普
通
一
般
の
歳
入
・
歳
出
を
経
理
す
る
会
計
で
、

民
生
費
、
土
木
費
、
教
育
費
な
ど
市
の
基
本
的
な
経

費
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

歳
入

予算現額165億1，713万円

収入済額98億7，309万円
収入率s8％

歳
出

予算現額165億1，713万円

支出済額89億5，431万円
支出率54．2％

注：予算現額とは、予算額に前年度の

　　

繰越金を加えたものです。

主
な
普
通
建
設
事
業

●健康保養施設建設事業

　

………………3億1，673万円

●し尿処理施設整備事業

　

…………………3億187万円

●道路整備事業（単独）

　

………………2億6，039万円

●開成中大規模改造事業

　

…………………1億429万円

●ファミリーリゾート整備推進

　

事業…………………1億円

●中挾団地建設事業

　

……………………5，052万円



特
別
会
計

　

市
が
特
定
の
事
業
を
行
う
と
き
に
、
一
般

会
計
と
区
分
し
て
経
理
し
、
そ
の
特
殊
性
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

企業会計
国民健康

保険事業

老人保健

事業

簡易水道

事業

農業集落

排水事業
下水道事業

水道事業

市税の収入状況

1
9
7
大
野
市
1
0
大
ニ
ュ
ー
ス
決
定

　
　

～
ト
ッ
プ
は
中
部
縦
貫
道
大
野
油
坂
間

　
　
　
　

基
本
計
画
に
組
み
入
れ
～

投
票
数
は
過
去
最
多
を
記
録

　

皆
さ
ん
か
ら
投
票
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
、
9
7
大
野
市
1
0
大
ニ
ュ

ー
ス
の
投
票
結
果
が
、
ま
と
ま
り

ま
し
た
。

　

投
票
総
数
は
、
過
去
最
高
の
九

百
七
十
九
票
で
、
見
事
に
1
0
項
目

を
的
中
し
た
人
は
1
0
人
で
す
。

　

順
位
と
得
票
数
は
、
次
の
通
り

で
す
。
多
数
の
ご
応
募
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

闇

　

中
部
縦
貫
道
大
野
油
坂
間
一

基
本
計
画
に
組
み
入
れ

　
　
　
　
　
　
　

（
8
9
4
票
）

鴎

　

国
道
1
5
8
号
大
野
計
石

間
バ
イ
パ
ス
開
通

　
　
　
　
　
　

（
8
8
8
票
）

匯罰

　

市
の
城
下
町
が
都
市
景
観
一

百
選
に
選
ば
れ
る

　
　
　
　
　
　
　

（
8
7
9
票
）

贋悪

　

福
田
一
氏
合
同
追
悼
式
に

市
民
ら
1
。
2
0
0
人

　
　
　
　
　
　
　

（
8
3
9
票
）

冒

　

越
前
こ
ぶ
し
組
念
願
の
二

台
目
人
力
車
購
入

　
　
　
　
　
　

（
6
9
4
票
）

國

広
が
る
平
成
大
野
屋
事
業

番
頭
会
結
成

　
　
　
　
　
　

（
6
9
0
票
）

y位

　
　

フ
ァ
ミ
リ
ー
リ
ゾ
ー
ト
や
一

健
康
保
養
施
設
、
ス
タ
ー
ラ

　

ン
ド
な
ど
進
展

　
　
　
　
　
　
　

（
6
5
1
票
）

ぶ位

　

大
野
市
都
市
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
が
決
ま
る

　
　
　
　
　
　

（
6
4
2
票
）

ス沁

　

城
ま
つ
り
3
0
周
年
、
ち
ょ

う
ち
ん
で
人
文
字

　
　
　
　
　
　

（
5
7
5
票
）

酒位

　

平
成
り
一
年
完
成
に
向
け
、

新
し
尿
処
理
場
を
起
工

　
　
　
　
　
　

（
5
6
6
票
）

1
0
項
目
的
中
者
（
順
不
同
）

　

森
田
國
男
さ
ん
（
泉
町
）

　

常
見
和
正
さ
ん
（
土
打
）

　

松
田
美
弥
子
さ
ん
（
上
野
）

　

松
田
祥
子
さ
ん
（
上
野
）

　

三
嶋
み
よ
し
さ
ん
（
上
野
）

　

松
田
忠
三
さ
ん
（
新
河
原
）

　

三
嶋
信
治
さ
ん
（
上
野
）

　

巻
寄
邦
和
さ
ん
（
東
中
町
）

　

太
田
和
紀
さ
ん
（
中
津
川
）

　

玄
覚
敏
生
さ
ん
（
春
日
3
）



12月定例

市議会

情
報
公
開
条
例
な
ど
1
7
議
案
を
可
決
・
同
意

一
般
会
計
は
1
5
7
億
7
2
5
万
円
余
り

　

第
二
百
九
十
三
回
大
野
市
議
会

定
例
会
が
、
昨
年
の
十
二
月
九
日

か
ら
二
十
二
日
ま
で
開
か
れ
ま
し

た
。
「
一
般
会
計
補
正
予
算
案
」

「
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
案
」
な
ど
十
七
議
案
を

審
議
。
「
情
報
公
開
条
例
案
」
が

一
部
修
正
可
決
さ
れ
た
ほ
か
、
い

ず
れ
も
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
で
は
、
歳
入
・
歳
出

に
そ
れ
ぞ
れ
五
億
九
千
七
百
四
十

二
万
一
千
円
が
追
加
さ
れ
、
予
算

総
額
は
百
五
十
七
億
七
百
二
十
五

万
六
千
円
と
な
り
、
前
年
同
期
と

比
べ
て
約
二
％
の
増
で
す
。

　

主
な
事
業
は
、
三
番
線
代
替
地

道
路
工
事
や
地
域
総
合
整
備
資
金

貸
付
な
ど
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
左
の
表

の
と
お
り
で
す
。

二仁・ 一般会計の主な事業

　　　　

（千円以下切り捨て）

◆総務費

・市所有木造2階建て倉庫の解体など…………349万円

・郵便番号7桁化に対応した住民基本台帳プログラム修正

　

……………………………………………………310万円

◆民生費

・児童数増による民間保育所措置費増……3，697万円

・保育園開所時間延長促進事業補助……………449万円

◆農林水産業費

・県単土地改良事業…………………………1，170万円

・農村環境改善センター農業集落排水負担金…428万円

◆商工費

・地域総合整備資金貸付金……………1億9，600万円

◆土木費

・三番線代替地道路工事………………1億2，998万円

◆教育費

・上庄小学校等農業集落排水負担金ほか…1，292万円

◆災害復旧費

・林道嵐谷線災害復旧工事…………………1，073万円

●公借曹

・縁故債繰り上げ償還……………………………515万円

中核で建設が始まった、市営住宅の完成予想図

公
平
委
員
会

委
員
に
長
谷
川
忍
氏

　

十
二
月
定
例
市
議
会
の
最
終
日

に
、
任
期
満
了
に
伴
う
教
育
委
員

会
委
員
と
公
平
委
員
会
委
員
の
選

任
に
つ
い
て
、
議
会
の
同
意
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
共
に
四
年
で
す
。

教
育
委
員
会
委
員

　

上
田
堅

　
　

（
6
8
歳
・
日
吉
町
）
再
任

公
平
委
員
会
委
員

　

長
谷
川
忍

　
　

（
6
8
歳
・
中
荒
井
町
1
）
新
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

敬
称
略

あなたも大野‘ご働きませんか
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活用してください

　

大
野
市
で
は
、
地
元
企
業
の
若

年
労
働
者
の
確
保
と
若
者
の
地
元

定
着
を
促
進
す
る
た
め
、
市
内
の

中
小
企
業
な
ど
に
就
職
し
た
人
に

奨
励
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

今
春
学
校
を
卒
業
す
る
人
や
現

在
市
外
で
働
い
て
い
る
皆
さ
ん
、

大
野
市
の
企
業
で
働
い
て
み
ま
せ

ん
か
。

　

な
お
、
該
当
し
な
い
企
業
な
ど

も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者
▼
こ
れ
ま
で
に
就
職
し

　

た
こ
と
が
な
く
、
大
野
市
内
の

　

企
業
に
初
め
て
就
職
す
る
2
6
歳

　

未
満
の
人
、
ま
た
は
市
外
の
企

　

業
を
退
職
し
て
大
野
市
内
の
企

　

業
に
就
職
す
る
3
6
歳
未
満
の
人

　

▼
同
一
の
事
業
所
に
1
年
以
上

　

継
続
し
て
就
業
し
て
い
る
人
▼

　

雇
用
保
険
の
被
保
険
者

　
　

以
上
の
条
件
を
す
べ
て
備
え

　

て
い
る
こ
と
が
必
要
。
ま
た
就

　

職
し
た
企
業
の
協
力
（
奨
励
金

　

の
一
部
負
担
）
が
必
要

奨
励
金
額
2
年
間
に
3
0
万
円

　
　

（
就
職
し
て
1
年
後
と
2
年
後

　

に
1
5
万
円
ず
つ
）

対
象
外
職
種
。
企
業
▼
す
べ
て

　

の
公
務
員
▼
幼
稚
園
・
保
育

　

所
・
福
祉
施
設
▼
農
協
・
森
林

　

組
合
・
商
工
会
議
所
▼
北
陸
電

　

力
・
N
T
T
・
J
R
・
京
福
電

　

鉄
▼
金
融
業
・
保
険
業
・
不
動

　

産
業
▼
税
務
会
計
事
務
所
▼
学

　

習
塾
▼
各
種
団
体
・
組
合
の
事

　

務
▼
誘
致
企
業
以
外
の
大
企
業

申
し
込
み
方
法
就
職
後
速
や
か

　

に
企
業
を
通
じ
て
、
就
職
奨
励

　

金
受
給
資
格
認
定
申
請
を
行
つ

　

て
く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
大

　

野
市
産
業
経
済
部
商
工
観
光
課

　

（
豊
0
7
7
q
l
・
6
6
・
1
1
1

　

1
内
線
3
3
2
）



市県民税

所得税
申告 早めに済ませましょう

期限は3月16日

　

今
年
も
市
県
民
税
の
申
告
と
所
得
税
の
確
定
申
告
の
時

期
に
な
り
ま
し
た
。
申
告
の
受
け
付
け
は
、
い
ず
れ
も
二

月
十
六
日
⑩
に
始
ま
り
三
月
十
六
日
⑩
で
終
了
し
ま

す
。
申
告
に
必
要
な
書
類
や
証
明
書
は
、
あ
ら
か
じ
め
用

意
し
、
早
め
に
申
告
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

市
県
民
税

　

市
県
民
税
の
申
告
日
程
は
、
左

の
表
の
と
お
り
で
す
。

　

申
告
用
紙
は
二
月
中
旬
に
区
長

さ
ん
を
通
じ
て
お
届
け
し
ま
す
。

同
時
に
行
政
区
ご
と
の
詳
し
い
申

告
日
時
や
会
場
な
ど
も
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

混
雑
を
避
け
る
た
め
に
、
で
き

る
だ
け
指
定
さ
れ
た
日
に
申
告
を

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
告
が
必
要
な
人

平
成
十
年
一
月
一
日
現
在
、
大

野
市
内
に
住
民
登
録
の
あ
っ
た
人

ま
た
は
住
ん
で
い
た
人
で
、
次
の

項
目
に
該
当
す
る
人
は
、
申
告
が

必
要
で
す
。

一
昨
年
中
に
所
得
が
あ
っ
た
人

　

所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
人

や
給
与
所
得
者
で
給
与
以
外
の
所

得
が
な
い
人
は
除
く

一
給
与
所
得
以
外
に
、
地
代
・
家

賃
・
配
当
・
退
職
金
な
ど
の
収
入

が
あ
っ
た
人

　

退
職
金
は
、
勤
務
先
で
分
離
課

税
さ
れ
た
人
を
除
く

忘
れ
が
ち
な
所
得

◆
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
収
入

◆
保
険
の
勧
誘
や
物
品
売
買
な
ど

◆
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら

　

の
報
酬

◆
年
金
収
入

申
告
に
必
要
な
も
の

　

申
告
に
は
次
の
も
の
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

●
所
得
の
計
算
に
必
要
な
書
類

●
医
療
費
、
生
命
保
険
料
、
損
害

　

保
険
料
な
ど
の
領
収
書
ま
た
は

　

支
払
証
明
書
な
ど

●
印
鑑

問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
税
務
課
市
民
税
係
（
0

0
7
7
0
）
・
6
6
・
1
1
1
1
内
線

4
2
3
ま
た
は
4
2
4
）

市県民税の申告日程表

月 日 曜日 。場

2

25 水

市役所別館第1会議室26 木

27 金

3

2 月
下庄公民館

3 火

4 水
庄林生活改善センター

南六呂師集落センター

5 木
乾側公民館

小山公民館

6 金 JA大野市富田支所

9 月
上庄公民館

10 火

11 水
蕨生集落センター

木本集落センター

12 木
阪谷公民館

JA大野市阪谷支所

13 金
五箇ふるさと自然の家

市役所別館第1会議室

16 月 市役所別館第1会議室

受付時間

午前9時～11時30分、午後1時～3時30分

ただし、4日・11日と、13日の五箇ふるさと自然

の家は、午前11時30分まで。

　

当日、給与所得者や年金受給者の所得税還付

申告も受け付けます。

所
得
税

所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
二
月

十
六
日
⑥
か
ら
大
野
税
務
署
な
ど

で
受
け
付
け
を
し
ま
す
。
期
限
間

近
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
早

め
に
申
告
し
ま
し
よ
う
。
申
告
書

は
、
郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

　

な
お
、
給
与
所
得
者
や
年
金
受

給
者
の
還
付
申
告
は
、
二
月
二
日

⑧
か
ら
受
け
付
け
を
し
ま
す
。

確
定
申
告
が
必
要
な
人

」
平
成
九
年
分
の
事
業
所
得
、
不

　

動
産
所
得
な
ど
の
合
計
額
が
所

　

得
控
除
（
基
礎
控
除
、
配
偶
者

　

控
除
扶
養
控
除
な
ど
）
の
合
計

　

額
を
超
え
る
人

」
給
与
所
得
者
で
、
①
給
与
と
年

　

金
を
受
け
て
い
て
、
年
末
調
整

　

を
し
て
い
な
い
人
②
給
与
の
年

　

収
が
二
千
万
円
を
超
え
る
人
③

　

二
ヵ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け

　

た
人
④
給
与
所
得
や
退
職
所
得

　

以
外
の
所
得
額
が
二
十
万
円
を

　

超
え
る
人

」
給
与
所
得
者
で
、
①
住
宅
を
ロ

　

ー
ン
な
ど
で
購
入
し
た
人
②
多

　

額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
人
③

　

災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
人
④
年

　

末
調
整
を
し
て
い
な
い
人
な
ど

納
税
相
談

　

農
業
所
得
や
営
業
所
得
の
納
税

相
談
を
、
下
の
表
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

大
野
税
務
署
（
a
0
7
7
9
・

6
6
・
2
1
8
0
）

所得税の納税相談日（土日は休み）時間：午前9時～正午、午後1時～4時

農業所得
相談会場 相談日

JA大野市本所 2月16日面～19日④
JA上庄本所 2月23日面～25日⑥

営業・その他所得
相談会場 相談日

大野税務署 2月16日⑧～3月16日⑧
大野市役所 2月25日⑥～2月27日唐）



保健推進員

仲
間
と
一
緒
に

　
　
　
　

地
域
で
健
康
づ
く
り

　

情
報
化
社
会
の
中
で
、
テ
レ
ビ
や
雑
誌
な
ど
に
は
身
体

に
良
い
食
べ
物
、
運
動
、
最
新
医
学
の
知
識
な
ど
健
康
を

取
り
上
げ
た
情
報
が
は
ん
ら
ん
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
。

一
人
で
テ
レ
ビ
や
雑
誌
を
見
て
い
る
よ
り
も
、
同
じ
考
え

や
行
動
を
一
緒
に
す
る
仲
間
が
い
れ
ば
も
っ
と
素
晴
ら
し

い
健
康
づ
く
り
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

地
区
単
位
の
推
進
員

　

あ
な
た
の
地
区
の
保
健
推
進
員

を
ご
存
じ
で
す
か
。

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
保
健
推

進
員
を
中
心
に
し
て
集
落
や
町
内

単
位
で
地
域
健
康
づ
く
り
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

　

推
進
員
か
ら
の
希
望
で
、
平
成

九
年
度
は
三
十
七
の
区
で
い
ろ
い

ろ
な
「
元
気
づ
く
り
」
事
業
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

　

集
落
の
仲
間
や
近
所
づ
き
あ
い

の
中
で
「
本
当
や
の
」
「
本
当
に

そ
う
や
の
」
と
一
緒
に
健
康
づ
く

り
が
で
き
た
ら
、
よ
り
元
気
な
地

区
に
な
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

各
地
区
の
取
り
組
み

　

こ
れ
ま
で
に
「
元
気
づ
く
り
」

事
業
を
実
践
し
て
き
た
地
区
を
紹

介
し
ま
し
よ
う
。

陽
明
町
一
丁
目
二
区

　

十
月
か
ら
三
回
実
施
し
、
三
月

に
も
う
一
回
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
全
員
は
ダ
ン
ベ
ル
フ
‥

を
各
自
で
購
入
し
、
手
軽
に
で
き

る
ダ
ン
ベ
ル
体
操
を
毎
回
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

体
操
の
前
に
は
「
触
れ
合
い
ス

ト
レ
ッ
チ
」
や
脳
の
活
性
化
を
高

め
る
「
想
起
ゲ
ー
ム
」
な
ど
を
行

い
、
み
ん
な
わ
い
わ
い
、
ど
き
ど

き
と
楽
し
ん
で
参
加
し
て
い
ま
し

た
。

水
落
町
一
区

　

十
一
月
か
ら
二
回
実
施
し
ま
し

た
。

　

一
回
目
は
、
骨
の
健
康
度
を
機

械
を
使
っ
て
チ
ェ
ッ
ク
。
こ
回
目

に
は
、
骨
を
丈
夫
に
す
る
料
理
講

習
会
や
運
動
指
導
士
か
ら
体
操
の

指
導
な
ど
の
体
験
学
習
を
行
い
ま

し
た
。

　

あ
ま
り
集
ま
る
こ
と
の
な
か
っ

た
人
た
ち
も
、
こ
れ
を
機
会
に
仲

良
し
に
な
れ
た
そ
う
で
す
。

新
町

　

老
人
会
を
中
心
に
呼
び
か
け
、

婦
人
会
の
協
力
も
得
て
、
語
ら
い

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

日
ご
ろ
の
ス
ト
レ
ス
を
簡
単
な

ゲ
ー
ム
で
解
消
し
、
楽
し
み
な
が

ら
健
康
で
長
生
き
す
る
方
法
を
み

ん
な
で
考
え
ま
し
た
。

　

小
さ
な
集
落
で
す
が
、
た
く
さ

ん
の
参
加
者
で
盛
り
上
が
り
を
み

せ
ま
し
た
。

　

単
な
る
「
健
康
づ
く
り
事
業
」

で
は
な
く
「
地
域
健
康
づ
く
り
事

業
」
と
名
打
つ
の
は
、
元
気
な
自

分
、
元
気
な
家
族
、
元
気
な
地
区

を
つ
く
り
た
い
保
健
推
進
員
の
気

持
ち
で
も
あ
り
ま
す
。

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
来
年
度

も
保
健
推
進
員
を
通
し
て
希
望
を

と
り
ま
と
め
、
健
康
づ
く
り
事
業

を
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

あ
な
た
の
地
区
で
も
ぜ
ひ
取
り

組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

皆さんの健康づくりを後押しします・保健センター（酋65・7333）



暮
ら
し
の

ア
匿
八
才
ス

家計助かり・地球助かる

生活を見直し省エネ実践

　

二
月
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間
。
私
た
ち
の
豊
か
な
社
会

は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
地
球
温
暖
化
や
資
源
危
機
が
問
題
と
な
り
、
身
近

な
暮
ら
し
の
中
で
も
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
必
要
性
が
高
ま

つ
て
き
て
い
ま
す
。
現
在
の
快
適
な
生
活
を
維
持
し
な
が

ら
、
省
エ
ネ
を
実
践
す
る
方
法
を
考
え
て
み
ま
し
よ
う
。

地
球
資
源
は
有
限

　

私
た
ち
は
使
用
し
て
い
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
ほ
と
ん
ど
を
、
石
油
・

石
炭
・
天
然
ガ
ス
と
い
っ
た
化
石

燃
料
に
頼
っ
て
い
ま
す
。

　

石
油
は
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る

埋
蔵
量
か
ら
換
算
す
る
と
、
約
四

十
年
で
枯
渇
す
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
上
、
今
後
ア
ジ
ア
な

ど
の
開
発
途
上
国
が
先
進
国
並
み

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
す
る
よ
う

に
な
る
と
、
資
源
は
ま
す
ま
す
足

り
な
く
な
っ
て
き
ま
す
。

進
む
温
暖
化

　

人
類
は
こ
れ
ま
で
、
化
石
燃
料

を
燃
や
す
こ
と
に
よ
っ
て
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
大
半
を
得
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
大
気
中
に
排
出
さ
れ

る
二
酸
化
炭
素
の
濃
度
が
上
昇
し
、

地
球
が
宇
宙
に
放
出
す
る
熱
が
閉

じ
込
め
ら
れ
る
い
わ
ゆ
る
温
室
効

果
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
地
球
の
温
暖
化
が
進

む
と
、
平
均
気
温
が
上
が
り
南
極

や
北
極
な
ど
の
氷
が
解
け
、
海
面

が
上
昇
す
る
な
ど
、
人
類
に
と
っ

て
深
刻
な
状
況
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

自
然
体
で
工
夫
を

　

省
エ
ネ
は
、
家
庭
で
も
ち
ょ
っ

と
し
た
工
夫
で
実
践
で
き
ま
す
。

冬
の
室
温
は
二
十
度
以
下
に
部

　

屋
の
温
度
は
こ
ま
め
に
調
整
す

　

る
保
温
効
果
を
上
げ
る
窓
の
カ
ー

　

テ
ン
を
厚
め
に
し
た
り
、
床
に

　

カ
ー
ペ
ッ
ト
を
敷
く
な
ど
し
て

　

室
温
を
逃
が
さ
な
い

暖
房
器
具
は
窓
辺
に
ス
ト
ー
ブ

　

や
ヒ
ー
タ
ー
な
ど
は
冷
気
が
入

　

っ
て
く
る
窓
辺
に
置
く
と
対
流

　

が
よ
く
行
わ
れ
、
暖
房
効
果
が

　

上
が
り
ま
す

適
切
な
選
択
暖
房
器
具
は
、
部

　

屋
の
大
き
さ
や
用
途
、
人
数
な

　

ど
に
合
っ
た
も
の
を
使
う

ま
め
に
手
入
れ
石
油
ス
ト
ー
ブ

　

の
し
ん
や
エ
ア
コ
ン
の
フ
ィ
ル

　

タ
ー
は
管
理
が
大
切
。
フ
ィ
ル

　

タ
ー
は
二
週
間
に
一
度
は
掃
除

　

す
る

合
わ
せ
技
で
電
気
こ
た
つ
は
、

　

敷
布
団
や
上
掛
け
を
一
緒
に
使

え
ば
五
～
十
五
％
の
省
エ
ネ
。

ま
た
、
掛
け
布
団
の
厚
さ
を
三

～
十
廿
に
変
え
れ
ば
約
二
十
％

の
省
エ
ネ

詰
め
過
ぎ
は
禁
物
冷
凍
・
冷
蔵

　

庫
に
食
品
を
詰
め
込
み
過
ぎ
る

　

と
冷
気
の
流
れ
が
悪
く
な
り
、

　

消
費
電
力
量
が
増
え
ま
す

間
を
置
か
ず
に
風
呂
は
、
家
族

　

が
間
隔
を
置
か
ず
に
人
浴
し
、

　

間
が
空
く
と
き
に
は
浴
槽
に
ふ

　

た
を
す
る

コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
く
電
気
器
具

　

は
、
使
っ
て
い
な
い
と
き
に
は

　

コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
い
て
待
機
電

　

力
の
削
減
に
努
め
る

　

地
球
温
暖
化
を
抑
制
し
、
限
り

あ
る
資
源
を
大
切
に
使
う
こ
と
が

国
際
的
に
も
、
ま
た
、
世
界
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
約
五
％
を
占

め
る
わ
が
国
に
と
っ
て
も
重
要
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
も
こ
れ
ま
で
の
生
活
を

見
直
し
、
進
ん
で
家
庭
で
の
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
努
め
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

消費生活に関するご榴批消費者相談センターへL66・1111鵠464 （U謳
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ま
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
公
6
6
・
1
1
1
1

今月のスナップ

　

たくさん実ってね
（カキの木の成り木責め）

＜るー・39登場

　　　

りんどう

ジュニアスキーチーム

長
期
合
宿
で
技
術
と
精
神
を
鍛
錬

　

冬
休
み
期
間
中
の
十
二
月
二
十

二
日
か
ら
一
月
五
日
ま
で
、
り
ん

ど
う
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
チ
ー
ム

は
、
北
海
道
の
ス
キ
ー
場
で
十
五

日
間
の
合
宿
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
の
は
、
チ
ー
ム
の
高

学
年
生
徒
の
二
十
人
。

　

低
学
年
は
、
富
山
県
で
合
宿
す

る
予
定
で
し
た
が
、
雪
不
足
の
た

め
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

　

会
員
ら
は
こ
の
日
の
来
る
の
を

夏
か
ら
楽
し
み
に
待
っ
て
い
た
そ

う
で
す
。

　

合
宿
は
毎
年
同
じ
場
所
で
行
う

た
め
、
宿
の
人
と
も
す
っ
か
り
親

し
く
な
り
ま
し
た
。

　
　

「
チ
ー
ム
で
は
技
術
の
指
導
だ

け
で
な
く
、
あ
い
さ
つ
な
ど
の
礼

儀
作
法
も
し
っ
か
り
と
子
供
た
ち

に
教
え
て
い
ま
す
」
と
指
導
者
の

一
人
、
森
広
義
雄
さ
ん
は
熱
を
込

め
ま
す
。

　

チ
ー
ム
は
、
小
学
生
か
ら
高
校

生
ま
で
会
員
数
三
十
一
人
。
大
人

で
構
成
し
て
い
る
「
り
ん
ど
う
ス

キ
ー
ク
ラ
ブ
」
の
メ
ン
バ
ー
六
人

が
指
導
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

　

四
年
前
に
、
り
ん
ど
う
ス

キ
ー
ク
ラ
ブ
の
会
員
ら
が

「
自
分
た
ち
は
年
を
取
っ
て

い
く
ば
か
り
。
若
手
の
育
成

や
ク
ラ
ブ
の
技
術
力
向
上
の

た
め
に
も
、
子
供
た
ち
に
指

導
を
行
っ
て
い
こ
う
」
と
ジ

ュ
ニ
ア
の
チ
ー
ム
が
結
成
さ

れ
ま
し
た
。

　

合
宿
以
外
は
、
市
内
や
和

泉
村
の
ス
キ
ー
場
を
ホ
ー
ム

ゲ
レ
ン
デ
と
し
て
練
習
し
ま

す
。

　
　

「
競
技
ス
キ
ー
を
主
体
と

し
て
い
る
の
で
、
危
険
防
止

の
た
め
練
習
で
も
必
ず
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
着
用
さ
せ
て
い
ま

す
。
少
人
数
で
指
導
す
る
と

き
や
合
宿
の
と
き
な
ど
は
、

子
供
を
預
か
っ
て
い
る
と
い
う
責

任
で
気
が
張
り
ま
す
ね
」
と
森
広

さ
ん
。

　

チ
ー
ム
に
興
味
が
あ
る
人
は
、

森
広
義
雄
さ
ん
（
豊
6
5
・
8
2
0

5
）
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

フ，ツクトーク

たいt

「
定
本
作
家
の
仕
事
場
」

　

能
力
は

　
　
　

す
な
わ
ち
情
熱
で
あ
る

　

こ
れ
は
作
家
、
故
宇
野
千
代
さ

ん
の
仕
事
場
の
机
に
あ
る
色
紙
の

言
葉
で
す
。

　

こ
の
本
は
、
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞

受
賞
作
家
の
大
江
健
三
郎
さ
ん
、

今
や
小
学
校
高
学
年
で
も
知
っ
て

い
る
赤
川
次
郎
さ
ん
な
ど
、
百
三

十
五
人
の
作
家
た

ち
の
仕
事
場
で
の

写
真
集
で
す
。

　

仕
事
場
と
い
う

の
は
、
そ
の
人
の

秘
密
の
場
所
と
い

う
感
じ
が
し
ま
す
。

　

舞
台
裏
を
お
客

に
見
せ
て
く
れ
て
い
る

の
で
す
。
作
品
や
顔
か

ら
想
像
し
て
そ
の
と
お

り
の
仕
事
場
だ
っ
た

り
、
以
外
だ
っ
た
り
し

て
楽
し
め
ま
す
。

　

吉
本
ば
な
な
さ
ん
の
仕
事
場
に

バ
ナ
ナ
の
木
が
あ
る
の
に
は
、
笑

え
ま
す
。

　

あ
の
村
上
龍
さ
ん
が
、
壁
一
杯

に
張
ら
れ
た
子
供
の
描
い
た
絵
の

前
で
パ
ソ
コ
ン
を
打
っ
て
い
る
の

は
、
も
う
以
外
と
し
か
言
い
よ
う

が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

仕
事
場
と
一
緒
に
そ
れ
ぞ
れ
の

作
家
の
横
顔
を
紹
介
す
る
文
章
が

あ
り
、
文
章
を
書
い
た
作
家
と
、

書
か
れ
る
作
家
の
二
面
性
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

昭
和
五
十
四
年
か
ら
撮
影
を
ス

タ
ー
ト
し
て
い
る
の
で
、
も
う
亡

く
な
っ
て
い
る
人
も
た
く
さ
ん
い

ま
す
が
、
あ
な
た
は
好
き
な
作
家
、

気
に
な
る
作
家
、
知
っ
て
い
る
と

い
う
だ
け
の
作
家
、
ど
の
作
家
の

仕
事
場
が
気
に
な
り
ま
す
か
。

問
い
合
わ
せ
先
市
図
書
館
（
豊

　

6
5
・
5
5
0
0
）

　

『定本作家の仕事場』

写真篠山紀信新潮社
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私t，ベr＼こ，そ

イ
ベ
ン
ト
に
「
三
石
な
る
こ
会
」
を
招
い
て

Q

　

去
年
の
夏
、
札
幌

市
で
「
Y
O
S
A
K

O
I
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、

当
市
の
友
好
都
市
の
北
海
道
三
石

町
の
「
三
石
な
る
こ
会
」
が
四
年

連
続
し
て
人
賞
し
ま
し
た
。

　

参
加
百
八
上
三
チ
ー
ム
の
中
で

準
大
賞
に
輝
き
、
大
漁
旗
で
作
っ

た
ユ
ニ
ー
ク
な
法
被
も
有
名
で
す
。

　

こ
の
祭
り
は
い
ろ
い
ろ
な
テ
レ

ビ
番
組
な
ど
で
も
紹
介
さ
れ
て
い

て
、
年
々
全
国
各
地
か
ら
の
参
加

も
増
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

こ
ん
な
大
会
で
連
続
し
て
入
賞

し
た
お
ば
さ
ん
た
ち
の
踊
り
を
ぜ

ひ
見
て
み
た
い
で
す
。

　

チ
ー
ム
全
員
と
ま
で
は
い
か
な

く
て
も
、
市
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で

踊
っ
て
も
ら
っ
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。
（
四
十
歳
・
主
婦
）

A

　

当
市
と
三
石
町
は

友
好
市
町
の
関
係
に

あ
り
ま
す
。
そ
の
縁

は
先
人
が
明
治
中
期
に
、
当
市
か

ら
新
天
地
を
求
め
て
三
石
町
に
開

拓
の
鍬
を
お
ろ
し
た
こ
と
に
始
ま

り
ま
す
。

　

当
市
以
外
に
も
、
岩
手
県
葛
巻

町
、
新
潟
県
能
生
町
、
兵
庫
県
南

淡
町
の
先
人
が
同
じ
よ
う
に
三
石

町
の
開
拓
を
行
っ
て
い
て
、
こ
の

五
市
町
が
昭
和
五
十
八
年
に
友
好

市
町
の
契
り
を
結
ん
で
い
ま
す
。

　

毎
年
テ
ー
マ
を
変
え
て
、
こ
の

五
市
町
が
持
ち
回
り
で
友
好
市
町

の
交
流
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
も
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
の
交
流
や
物
産
交
流
な
ど
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
八
年
に
は
郷
土
芸

能
の
交
流
と
し
て
、
南
淡
町
の
南

淡
中
学
校
郷
土
芸
能
部
を
招
い
て
、

人
形
浄
瑠
璃
の
公
演
を
行
っ
て
い

ま
す
。
三
石
な
る
こ
会
に
つ
い
て

も
こ
の
交
流
会
の
中
で
対
応
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
人
数
的
な
こ
と
や
公

演
の
方
法
な
ど
で
非
常
に
難
し
い

面
が
あ
り
、
も
し
招
請
す
る
と
し

て
も
何
か
の
イ
ベ
ン
ト
ヘ
の
出
演

と
い
う
形
に
な
ろ
う
か
と
考
え
ま

す
。
（
秘
書
広
報
課
長
）

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意
見

な
ど
を
、
ハ
ガ
キ
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く
だ

さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で
す
が
、

住
所
・
氏
名
の
な
い
も
の
は
採
用

で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
唇
9
1
2
大
野

市
天
神
町
一
－
一
市
役
所
秘
書

広
報
課
広
報
広
聴
係
」
で
す
。

W鴎珍

1
0
回
の
W
‐
N
T
E
R
カ
ン
ト
リ
ー
ス
ク
一
ル
を
終
え
て

伊
藤
」
康
さ
ん
（
六
十
六
歳
泉
町
）

　

伊
藤
さ
ん
は
、
O
A
S
I
S

（
オ
ア
シ
ス
）
協
会
の
会
長
を
務

め
て
い
ま
す
。

　

協
会
で
は
小
学
生
を
対
象
に
、

カ
ン
ト
リ
ー
ス
ク
ー
ル
を
毎
年
夏

と
冬
に
そ
れ
ぞ
れ
実
施
。
W
I
N

T
E
R
（
ウ
イ
ン
タ
ー
）
カ
ン
ト

リ
ー
ス
ク
ー
ル
は
今
年
で
十
回
を

数
え
ま
し
た
。

　

協
会
に
は
、
自
然
に
関
し
て
知

識
を
も
っ
て
い
た
り
興
味
が
あ
っ

た
り
す
る
人
四
十
二
人
が
会
員
と

な
っ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
得
意
な

分
野
を
活
か
し
て
、
ス
ク
ー
ル
で

指
導
を
行
い
ま
す
。

　
　

「
積
雪
期
の
野
山
を
じ
か
に
肌

で
体
験
し
、
自
然
と
の
触
れ
合
い

や
自
然
の
厳
し
さ
を
学
ん
で
も
ら

い
、
ま
た
、
学
年
を
越
え
て
の
交

流
な
ど
で
子
供
た
ち
の
人
間
形
成

の
場
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
」

と
か
ん
じ
き
を
は
い
た
伊
藤
さ
ん

は
肩
に
積
も
っ
た
雪
を
払
い
の
け

ま
し
た
。

　
　

「
最
近
の
子
供
た
ち
は
野
外
活

動
の
場
に
恵
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

近
年
特
に
、
環
境
や
自
然
破
壊
問

題
な
ど
が
取
り
立
た
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
親
た
ち
も
子
供
に
積
極
的

に
自
然
を
学
ば
せ
よ
う
と
、
だ
ん

だ
ん
と
意
識
が
変
わ
っ
て
き
て
い

る
よ
う
で
す
。
毎
年
参
加
し
て
い

る
子
供
も
い
ま
す
よ
。
協
会
を
続

け
ら
れ
る
限
り
、
カ
ン
ト
リ
ー
ス

ク
ー
ル
も
続
け
て
い
き
た
い
で
す

ね
」
と
意
気
込
み
を
見
せ
て
く
れ

ま
し
た
。

お
知
ら
せ

…
志
賀
高
原
で

　
　

ス
キ
ー
レ
ッ
ス
ン

　

パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
の
志
賀
高
原

を
み
ん
な
で
一
緒
に
滑
つ
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

希
望
者
は
、
大
野
市
ス
キ
ー
連

盟
の
会
員
に
よ
り
ス
キ
ー
の
レ
ッ

ス
ン
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

日
程
2
月
2
7
日
②
午
後
1
0
時

　
　

（
大
野
駅
前
集
合
・
出
発
）
～

　

3
月
1
日
2
午
後
9
時
3
0
分
ご

　

ろ
（
大
野
駅
前
着
）
・
2
泊
3

　

日
（
車
中
I
泊
）

行
き
先
志
賀
高
原
ス
キ
ー
場

参
加
料
2
5
0
0
0
円
（
夕
食

　

1
回
と
朝
食
1
回
付
き
、
リ
フ

　

ト
代
な
ど
個
人
経
費
は
別
）

定
員
先
着
3
5
人

宿
泊
先
発
哺
温
泉
（
2
月
2
8
日

　

I
泊
）

準
備
物
ス
キ
ー
用
具
1
式

申
し
込
み
方
法
参
加
料
を
添
え

　

て
申
し
込
み
先
へ

締
め
切
り
2
月
1
8
日
2

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
大

　

野
市
ス
キ
ー
連
盟
、
南
善
一
さ

　

ん
（
土
打
2
0
－
7
容
6
6
・
4

　

7
5
3
）
ま
た
は
橋
本
盛
公
さ

　

ん
（
田
野
H
－
5
豊
6
5
・
3

　

4
8
4
）



543人が二十歳の門出

　

r鶴盧細－a1，1瞳塵舗迦e

　

成人を祝う「新成人のつどい」が1月15日、

市文化会館で開かれました。今年市内で大人の

仲間入りをしたのは、543人。つどいではア

トラクションや式典、記念撮影が行われ、晴れ

着やスーツで着飾った新成人433人が出席。

撮影の合間などに、久しぶりに会った友人だち

と写真を撮り合ったり話に花を咲かせる場面も

見られました。アトラクションの和太鼓「はぐ

るま」の力強い演奏の後には、人力車の越前こ

ぶし組による抽選会が行われ、当選者たちには

人力車の無料乗車券などがプレゼントされまし

た。また新成人への直撃インタビューコーナー

では、市長や中学校時代の担任の先生から「大

野は好きですか」「これからの大野について」

などの質問に「他と比較して住みやすくて良い

ところ」や「大企業の誘致など働く場の充実を」

などと答えていました。最後に参加者全員で、

嶋田公昭さん（犬山）に合わせ市民憲章を唱和

し、新成人としての決意や自覚を新たにしてい

ました。

勅遇回也場秘書広報課広報広聴係豊66－1111



話循回生場
未来の大野を考える

中学生が模擬議会を体験

　

中学生が模擬議会を体験する中学生議会が

1月7日、市役所で開かれました。生徒たち

に未来の大野の姿を考えてもらい、地域との

結びつきを大切にする心を養ったり、思考力

や判断力・表現力を身に付けてもらうことが

目的です。市内の4中学校から2年生30人が

議員として参加。教育、福祉、産業・観光、

環境の4つの分野に分かれて、質問や提言・

意見などを述べました。理事者として市長や

助役、教育長、各部の部長がこれに対して答

えました。

モニュメントで簡保資金融資PR

ふれあい公園ソーラー時計塔

　

12月16日、奥越ふれあい公園にソーラー時

計塔が設置され、除幕式が行われました。除

幕式には郵便局や県・市関係者ら約30人が出

席し、完成を祝いました。時計塔は園内の

「自由の広場」に建てられ、高さ約5奴。銅

製の2本の支柱の上に直径約90Vの文字盤が

付いていて、太陽電池で動くようになってい

ます。同公園が簡易保険資金を利用して整備

されたことをPRするために、北陸郵政局が

設置しました。

かんじき歩行で自然を体感

WINTERカントリースクール開催

　

1月5日から3日間、南六呂師地区でWI

NTER（ウインター）カントリースクール

が開催されました。冬の野山で動物や植物な

どを観察したりして、子供たちに自然と親し

んでもらうことが目的です。市内外から小学

生29人が参加。真っ白な雪を前に、子供たち

は雪だるま作りや雪合戦、かんじき歩行での

自然観察などを体験し、大はしゃぎでした。

2日目の夜には古代の火起こしも体験。便利

な生活に慣れている現代っ子にとっては、か

えって新鮮に映ったようです。

身近な話題をお知らせください。



お
知
ら
せ

2§

●
縦
覧
し
ま
す

　

固
定
資
産
課
税
台
帳

　

平
成
1
0
年
度
分
の
固
定
資
産
課

税
台
帳
を
、
次
の
と
お
り
縦
覧
し

ま
す
。
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

期
間
3
月
2
日
⑥
～
2
0
日
②

　
　

〔
土
・
日
曜
日
は
除
く
〕

場
所
市
役
所
税
務
課
資
産
税
係

資
格
固
定
資
産
の
所
有
者
、
納

　

税
義
務
者
、
納
税
管
理
人
、
委

　

任
状
な
ど
に
よ
る
代
理
人

持
参
品
印
鑑
（
代
理
人
の
場
合

　

は
委
任
状
も
）

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
税
務
課

　

資
産
税
係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1

　

内
線
4
2
5
）

●
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ビ
ク
ス
教
室

　

市
公
共
施
設
管
理
公
社
で
は
、

施
設
の
有
効
利
用
と
市
民
の
健
康

増
進
、
体
力
向
上
を
目
的
と
し
て

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
体
操
の
教
室
生
を

募
集
し
ま
す
。

日
時
3
月
2
日
⑥
～
3
0
日
⑧
の

　

毎
週
月
曜
日
（
2
3
日
を
除
く
）

　

午
後
7
時
3
0
分
～
9
時
3
0
分

　
　

（
計
4
回
）

場
所
市
エ
キ
サ
イ
ト
広
場

対
象
市
内
の
一
般
男
女

内
容
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
と
ダ
ン
ベ

　

ル
体
操

受
講
料
無
料

定
員
先
着
4
0
人

準
備
物
内
ズ
ッ
ク
、
運
動
の
で

　

き
る
服
装
、
ダ
ン
ベ
ル
（
ダ
ン

　

ベ
ル
は
主
催
者
で
貸
し
出
し
も

　

行
い
ま
す
）

申
し
込
み
方
法
所
定
の
申
し
込

　

み
用
紙
で

申
込
期
限
2
月
2
3
日
⑥

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

エ
キ
サ
イ
ト
広
場
（
豊
6
6
・
1

　

4
3
3
）

●
ス
ー
パ
ー

　

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

　

ス
ー
パ
ー
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
通

し
て
、
冬
期
間
の
体
力
づ
く
り
と

他
校
の
児
童
と
の
交
流
を
深
め
ま

し
よ
’
つ
。

日
時
3
月
1
日
⑥
午
前
9
時
開

　

会
式

場
所
エ
キ
サ
イ
ト
広
場

参
加
資
格
市
内
の
3
年
生
以
上

　

の
小
学
生

競
技
方
法
レ
ベ
ル
別
リ
ー
ダ
ー

　

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦

部
門
5
・
6
年
男
子
の
部
、
3

　

・
4
年
男
子
の
部
、
全
学
年
混

　

成
の
部
（
5
・
6
年
男
子
は
出

　

場
で
き
な
い
、
必
ず
女
子
4
人

　

以
上
が
試
合
に
出
場
、
女
子
だ

　

け
で
の
参
加
も
可
能
）

参
加
費
1
人
1
0
円
（
傷
害
保
険

　

料
）

チ
ー
ム
の
編
成
監
督
1
人
（
成

　

人
）
、
選
手
7
人
、
補
欠
選
手

　

5
人
以
内

定
員
各
部
と
も
先
着
1
6
チ
ー
ム

申
し
込
み
方
法
所
定
の
申
し
込

　

み
用
紙
に
記
入
し
、
保
護
者
の

　

承
諾
書
と
保
険
料
を
添
え
チ
ー

　

ム
の
責
任
者
か
ら
提
出

申
込
期
限
2
月
1
3
日
②

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
課
（
豊

　

6
6
・
1
1
1
1
内
線
5
3
2
）

●
赤
十
字
講
習
会

　
　

「
家
庭
で
の
看
護
方
法
」

　

赤
十
字
奉
仕
団
で
は
、
家
庭
で

だ
れ
に
で
も
で
き
る
看
護
の
方
法

に
つ
い
て
の
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
2
月
1
8
日
⑥
・
1
9
日
④
・

　

2
0
日
②
午
前
1
0
時
～
午
後
4
時

場
所
市
役
所
1
階
中
会
議
室

対
象
3
日
間
通
し
て
参
加
で
き

　

る
人
（
性
別
・
年
齢
は
不
問
）

講
師
日
本
赤
十
字
社
福
井
県
支

　

部
高
村
美
智
子
さ
ん

受
講
料
3
5
0
円
（
テ
キ
ス
ト

　

代
）

定
員
先
着
3
0
人

申
込
期
限
2
月
1
3
日
②

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

役
所
福
祉
課
社
会
福
祉
係
（
豊

　

6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
7
2
）

●
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　

訓
練
生
を
募
集

　

国
立
・
県
営
石
川
障
害
者
職
業

能
力
開
発
校
で
は
、
平
成
m
一
年
度

訓
練
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
公
共
職
業
安
定
所
か
ら

入
校
指
示
を
受
け
た
人
は
訓
練
手

当
（
月
額
約
H
万
円
）
ま
た
は
、

雇
用
保
険
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

応
募
資
格
技
能
を
習
得
し
て
就

　

職
を
希
望
す
る
障
害
者

訓
練
科
目
と
定
員
機
械
製
図
科

　

・
電
子
機
器
科
・
洋
裁
科
・
生

　

産
実
務
科
＝
各
科
1
0
人
ず
つ

　

▼
製
版
科
・
陶
磁
器
製
造
科
・

　

一
般
事
務
科
＝
各
科
2
0
人
ず
つ

訓
練
期
間
1
年
（
4
月
入
校
）

募
集
期
間
3
月
末
ま
で

経
費
授
業
料
・
実
習
費
は
無
料

願
書
提
出
先
大
野
公
共
職
業
安

　

定
所

問
い
合
わ
せ
先
石
川
障
害
者
職

　

業
能
力
開
発
校
（
〒
9
2
1
石

　

川
県
石
川
郡
野
々
市
町
末
松
2

　

－
2
4
5
a
0
7
6
・
2
4

　

8
・
2
2
3
5
）
ま
た
は
、
大

　

野
公
共
職
業
安
定
所
（
豊
6
6
・

　

2
4
0
8
）

交通
安全

剱
r

全
国
最
悪
を
記
録

　
　

県
内
の
交
通
死
比
率

　

昨
年
一
年
間
の
県
内
の
交
通

事
故
の
死
者
は
、
百
十
五
人
。

　

こ
れ
は
前
年
に
比
べ
、
九
人

増
で
、
二
年
連
続
の
増
加
で
す
。

　

人
口
十
万
人
・
車
両
一
万
台

・
免
許
人
口
一
万
人
当
た
り
の

死
亡
事
故
比
率
は
、
す
べ
て
全

国
ワ
ー
ス
ト
一
位
と
い
う
不
名

誉
な
記
録
と
な
り
ま
し
た
。

　

死
亡
事
故
の
特
徴
で
は
、
六

十
五
才
以
上
の
高
齢
者
が
か
か

わ
っ
た
事
故
死
者
が
、
前
年
比

九
件
・
十
一
人
増
の
四
十
七
件

・
四
十
九
人
と
そ
の
増
加
が
目

立
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
車
両
乗
車
中
に
死
亡

し
た
五
十
四
人
の
う
ち
、
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
着
用
者
は
わ
ず
か
十

四
人
（
二
十
六
％
）
で
し
た
。

　

一
方
、
市
内
の
交
通
事
故
状

況
（
最
終
ペ
ー
ジ
参
照
）
も
、

人
身
事
故
件
数
・
死
者
・
傷
者

・
物
損
事
故
件
数
い
ず
れ
も
昨

年
を
上
回
り
、
憂
慮
す
べ
き
事

態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

悲
惨
な
交
通
事
故
を
な
く
す

た
め
に
、
道
路
利
用
者
で
あ
る

運
転
者
・
歩
行
者
一
人
ひ
と
り

が
「
自
分
の
安
全
は
自
分
で
守

る
」
「
交
通
安
全
の
主
役
は
白

分
で
あ
る
」
こ
と
を
今
一
度
認

識
し
、
交
通
ル
ー
ル
を
確
実
に

守
り
、
日
ご
ろ
か
ら
交
通
マ
ナ

ー
の
向
上
を
心
掛
け
る
こ
と
が

大
切
で
す
。



●INFORMATION

●
放
送
大
学
（
教
養
学
部
）

　

平
成
1
0
年
度
学
生
を
募
集

　

放
送
大
学
福
井
地
域
学
習
セ
ン

タ
ー
で
は
、
平
成
1
0
年
度
第
1
学

期
（
4
月
授
業
開
始
）
の
学
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

入
学
資
格
1
8
歳
以
上
（
4
月
1

　

日
現
在
）
で
、
放
送
大
学
の
放

　

送
（
C
S
デ
ジ
タ
ル
放
送
）
を

　

受
信
可
能
な
人
及
び
地
域
学
習

　

セ
ン
タ
ー
で
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
。

　

オ
ー
デ
ィ
オ
テ
ー
プ
を
視
聴
で

　

き
る
人

募
集
学
生
選
科
履
修
生
（
1
年

　

間
在
学
）
、
科
目
履
修
生
（
6

　

ヵ
月
間
在
学
）

科
目
3
1
4
科
目
（
テ
レ
ビ
科

　

目
1
5
9
、
ラ
ジ
オ
科
目
1
5

　

5
）
、
I
科
目
で
も
履
修
可
能

募
集
期
限
2
月
1
5
日
⑧

入
学
選
考
応
募
順
位
と
教
室
の

　

収
容
人
数
な
ど
を
考
慮
し
て
書

　

類
に
て
行
い
、
学
力
試
験
は
な

　

し
入
学
料
選
科
履
修
生
＝
6
0
0

　

0
円
、
科
目
履
修
生
＝
4
0
0

　

0
円

授
業
料
1
単
位
＝
4
0
0
0
円

　

通
常
I
科
目
（
2
単
位
）
＝
8

　

0
0
0
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
放

　

送
大
学
福
井
地
域
学
習
セ
ン
タ

　

ー
（
〒
9
1
0
1
0
0
0
5
福

　

井
市
大
手
3
－
H
i
1
7
県
民

　

会
館
内
豊
0
7
7
6
．
2
2
・

6
3
6
1
）

●
M
－
×
コ
ン
サ
ー
ト

　
　

ス
タ
ッ
フ
を
募
集

　

大
野
青
年
連
絡
会
が
主
催
す
る

コ
ン
サ
ー
ト
「
M
I
X
」
で
は
、

企
画
・
運
営
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
音
楽
の
ジ
ャ
ン
ル

を
取
り
入
れ
て
開
催
す
る
M
I
X

で
、
新
し
い
音
楽
の
世
界
を
発
見

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

コ
ン
サ
ー
ト
期
日
3
月
1
4
日
①

場
所
市
文
化
会
館

申
し
込
み
●
問
い
合
わ
せ
先
市

　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
（
a

　

6
6
・
1
1
1
1
内
線
5
4
2
）

●
国
民
年
金
保
険
料
の

　

申
告
を
お
忘
れ
な
く

　

大
野
税
務
署
で
は
、
平
成
9
年

分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
を
2
月

1
6
日
か
ら
3
月
1
6
日
ま
で
受
け
付

け
ま
す
。
こ
の
際
、
平
成
9
年
の

1
月
か
ら
1
2
月
ま
で
に
支
払
っ
た

国
民
年
金
保
険
料
は
、
全
額
「
社

会
保
険
料
控
除
」
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

　

申
告
に
当
た
っ
て
は
、
自
分
の

年
金
保
険
料
だ
け
で
な
く
、
生
計

を
同
じ
に
す
る
家
族
の
た
め
に
納

め
た
分
も
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
9
年
中
に
納
め
た
過
年
度

の
年
金
保
険
料
も
申
告
の
対
象
と

な
り
ま
す
の
で
、
お
忘
れ
の
な
い

よ
う
に
。

　

平
成
9
年
中
の
国
民
年
金
保
険

料
は
▼
月
額
、
3
月
ま
で
は
1
2

3
0
0
円
、
4
月
以
降
は
1
2
8

0
0
円
（
付
加
加
入
は
そ
れ
ぞ
れ

4
0
0
円
増
し
）
▼
前
納
、
1
年

分
が
1
4
9
8
9
0
円
（
付
加
加

入
は
1
5
4
5
7
0
円
）
、
半
年

分
が
7
5
9
5
0
円
（
付
加
加
入

は
7
8
3
2
0
円
）
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
市
民
課

　

年
金
係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内

　

線
4
5
6
）

・
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　

被
爆
体
験
記

　

恒
久
の
平
和
を
祈
念
す
る
た
め
、

被
爆
地
の
広
島
と
長
崎
に
「
原
爆

死
没
者
追
悼
平
和
祈
念
館
」
が
建

設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

祈
念
館
で
は
、
個
々
人
が
体
験

し
た
被
爆
に
よ
る
惨
禍
と
平
和
へ

の
希
求
の
思
い
を
後
代
に
継
承
し

て
い
く
た
め
、
被
爆
者
や
死
没
者

お
よ
び
遺
族
な
ど
が
自
ら
記
し
た

被
爆
体
験
記
、
手
記
な
ど
の
収
集

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

寄
せ
ら
れ
た
体
験
記
な
ど
は
祈

念
館
で
保
存
、
公
開
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
公
開
し
て
も
よ
い
も

の
で
、
執
筆
時
期
や
様
式
は
問
い

ま
せ
ん
。

寄
せ
て
い
た
だ
く
体
験
記
広
島

　

・
長
崎
で
被
爆
し
た
人
が
書
い

　

た
被
爆
体
験
に
関
す
る
手
記
、

　

日
記
、
書
簡
な
ど
。
ま
た
、
こ

　

れ
ら
が
掲
載
さ
れ
た
本
、
冊
子

　

な
ど
▼
被
爆
者
の
遺
族
、
友
人

　

が
書
い
た
手
記
な
ど
で
、
死
没

　

者
の
追
悼
に
つ
な
が
る
も
の

収
集
期
間
2
～
3
年
の
予
定

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
広

　

島
市
社
会
局
原
爆
被
害
対
策
部

　

調
査
課
被
爆
体
験
記
収
集
（
厚

　

生
省
委
託
事
業
）
担
当
（
〒
7

　

3
0
－
8
5
8
6
広
島
市
中
区

　

国
泰
寺
町
I
－
6
－
3
4
豊
0

　

8
2
・
5
0
4
・
2
6
1
1
フ

　

ア
ク
ス
0
8
2
・
5
0
4
・
2

　

6
0
8
）

●
ち
び
っ
こ
探
検
学
校

　
　
　
　

参
加
者
を
募
集

　

青
少
年
の
国
際
交
流
を
進
め
て

い
る
文
部
省
所
管
の
財
団
法
人
国

際
青
少
年
研
修
協
会
で
は
、
小
学

生
の
国
際
交
流
事
業
「
第
2
2
回
ち

び
っ
こ
探
検
学
校
ヨ
ロ
ン
島
」
の

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

期
間
3
月
2
5
日
⑥
～
4
月
1
日

　

⑥
（
7
泊
8
日
）

場
所
鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

定
員
4
6
0
人
（
小
学
校
3
年

　

生
以
上
）

参
加
費
出
発
地
に
よ
り
異
な
り

　

ま
す
の
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

　

さ
い

締
め
切
り
3
月
9
日
⑧

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
財

　

団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　
　

（
〒
1
6
0
東
京
都
新
宿
区
四

　

谷
2
－
H
大
村
ビ
ル
3
階
豊

　

0
3
・
（
j
（
j
5
（
リ
。
只
）
4
2
1
）

冬でも用心、食中毒

　

食中毒は暑い夏だけではなく、寒い冬でも発生して

います。

　

生卵や二枚貝のカキ・アサリ・シジミなどは食中毒

の原因となる細菌やウイルスなどに汚染されている恐

れがあります。

　

次のことを守って、食中毒を防ぎましょう。

●食中毒予防3原則

①清潔…細菌などをつけない

②迅速…細菌などが増える時間を与えない

③加熱・冷却…殺菌、細菌などを増やさない

　

卵や二枚貝のカキ・アサリ・シジミなどは加熱調理

をして、生での飲食は極力避けましょう。

奥越保健所大野保健部

　　　

豊66・2076
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38
折
り
畳
み
ス
キ
ー
と
収
納
ザ
ッ
ク

宮
崎
一
憲
さ
ん
（
伏
石
）

室
谷
隆
夫
さ
ん
（
本
町
）

　

伏
石
の
阪
谷
郵
便
局
の
局
長
を
務
め
る
宮

崎
一
憲
さ
ん
（
四
十
七
歳
）
は
、
木
綿
で
織

っ
た
折
り
畳
み
式
ス
キ
ー
の
収
納
ザ
ッ
ク
を

三
つ
、
ま
た
、
本
町
の
室
谷
隆
夫
さ
ん
（
四

十
三
歳
）
は
一
対
の
木
製
の
折
り
畳
み
式
ス

キ
ー
を
そ
れ
ぞ
れ
大
切
に
保
管
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
二
十
年
ご
ろ
ま
で
積
雪
地
方
で
の
冬

の
郵
便
物
の
集
配
は
、
か
ん
じ
き
や
一
本
作

り
の
ス
キ
ー
を
頼
り
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

当
時
、
阪
谷
郵
便
局
の
局
長
だ
っ
た
宮
崎

さ
ん
の
お
父
さ
ん
は
、
ス
キ
ー
の
持
ち
運
び

の
不
便
さ
を
解
消
し
よ
う
と
、
折
り
畳
み
式

の
ス
キ
ー
を
考
案
。
ス
キ
ー
の
製
造
を
手
掛

け
て
い
た
室
谷
さ
ん
の
お
じ
い
さ
ん
と
協
力

し
て
、
試
作
品
を
作
り
ま
し
た
。

　

昭
和
二
十
五
年
に
、
こ
れ
が
郵
政
省
郵
便

事
業
用
品
中
央
改
善
委
員
会
で
採
用
さ
れ
、

北
陸
を
は
じ
め
北
海
道
や
東
北
地
方
で
、
郵

便
事
業
用
な
ど
に
広
く
使
用
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
同
二
十
八
年
に
は
特
許
も
取

得
し
て
い
ま
す
。

　

宮
崎
さ
ん
の
家
に
は
こ
の
ス
キ
ー
が
十
数

年
前
ま
で
三
本
残
っ
て
い
ま
し
た
が
「
整
理

の
折
り
に
燃
や
し
て
し
ま
い
、
現
在
は
設
計

図
や
収
納
ザ
ッ
ク
、
資
料
だ
け
し
か
残
っ
て

い
ま
せ
ん
」
と
宮
崎
さ
ん
は
ザ
ッ
ク
を
広
げ

な
が
ら
残
念
そ
う
な
顔
を
し
ま
し
た
。

　

幸
い
に
も
、
室
谷
さ
ん
の
家
に
一
対
だ
け

現
物
が
残
さ
れ
て
い
て
、
室
谷
さ
ん
は
「
貴

重
な
も
の
ら
し
く
、
一
昨
年
、
大
学
の
教
授

が
写
真
を
撮
っ
た
り
資
料
の
コ
ピ
ー
を
取
っ

た
り
し
て
い
き
ま
し
た
よ
」
と
折
っ
て
あ
っ

た
ス
キ
ー
を
組
み
立
て
ま
し
た
。

市民のうごき

1月1日現在 前月比

世帯数 11．569世帯 5世帯

人口 41，093人 △18人

内訳
男 19，691人 1人

女 21，402人 △19人

12月中の異動
転人 48人 出生 28人

転出 66人 死亡 28人

市内の交通事故状況（向ヵヽ69）

件数内訳
平成9年

12月末

平成8年

12月末
比較

総件数 549件 526件 23件

人
身

事
故

件数 157件 143件 14件

死者 4人 2人 2人

傷者 214人 187人 27人

物損事故 392件 383件 9件

表
紙
の
こ
と
ば

　

小
学
校
に
今
春
入
学
予
定
の

保
育
園
児
た
ち
の
学
校
見
学
会

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
見
学
会

は
、
自
分
が
入
学
す
る
学
校
の

雰
囲
気
を
知
つ
て
も
ら
お
う
と
、

毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。
小
山

小
学
校
を
訪
れ
た
園
児
は
早
く

も
新
入
生
気
分
で
、
楽
し
い
小

学
校
で
の
生
活
に
胸
を
膨
ら
ま

せ
て
い
ま
し
た
。

編
集
後
記

　

市
の
情
報
公
開
条
例
が
四
月

か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。
情
報
公

開
制
度
は
、
市
政
に
関
す
る
市

民
の
知
る
権
利
を
保
障
す
る
制

度
で
す
。
高
度
情
報
化
が
進
み
、

情
報
の
持
つ
価
値
は
ま
す
ま
す

重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
「
広

報
お
お
の
」
も
制
度
に
負
け
な

い
よ
う
、
積
極
的
な
情
報
提
供

に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

／1眠見鶏

　

旧
縁
、
越
前
こ
ぶ
し

組
が
七
間
通
り
元
町
会

館
に
「
小
判
つ
り
」
を

し
て
、
人
力
車
の
繁
盛

な
ど
を
願
い
初
春
を
迎

え
た
。
小
判
つ
り
と
は

俗
称
▼
こ
の
迎
春
風
景
は
、
餅
花
（
も
ち
ば
な
）

と
呼
ば
れ
る
。
繭
を
か
た
ど
っ
て
繭
玉
、
稲
穂

を
模
し
て
団
子
花
と
も
、
ま
た
飛
騨
高
山
で
は

花
餅
と
い
う
。
呼
び
名
は
数
多
い
が
、
上
四
日

の
小
正
月
風
俗
で
、
福
運
を
招
く
飾
り
木
の
一

つ
と
し
て
め
で
た
い
▼
サ
ン
ゴ
に
み
た
て
た
ミ

ズ
キ
や
柳
の
枝
に
餅
切
れ
や
団
子
、
小
判
と
繭

玉
菓
子
に
お
も
ち
や
の
宝
物
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

縁
起
物
を
あ
し
ら
っ
て
刺
し
た
り
つ
る
し
、
紅

白
を
は
じ
め
カ
ラ
フ
ル
な
色
と
り
ど
り
に
染
め

て
飾
り
付
け
る
。
福
徳
と
安
全
、
繁
栄
を
祈
っ

た
。
ま
る
で
小
枝
に
花
が
咲
い
た
よ
う
▼
か
つ

て
ど
こ
に
も
見
ら
れ
た
情
景
だ
が
、
昨
今
で
は

商
店
街
の
飾
り
、
シ
ョ
ウ
ー
ウ
イ
ン
ド
ー
の
装

飾
と
し
て
堕
し
て
し
ま
っ
た
観
も
あ
る
。
け
れ

ど
も
、
た
だ
で
さ
え
色
彩
感
の
乏
し
い
時
季
だ

け
に
、
き
ら
び
や
か
で
は
な
い
が
つ
つ
ま
し
い

華
や
か
さ
を
醸
し
出
し
て
、
懐
か
し
い
美
し
さ

？
書
店
で
表
題
「
景
観
十
年
風
景
百
年
風
土
千

年
」
の
本
を
見
か
け
た
。
読
ん
で
い
な
い
の
で

内
容
は
と
も
か
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
盛
衰
を
示
す

意
味
で
示
唆
に
富
む
。
先
に
当
市
の
城
下
町
地

区
が
国
の
都
市
景
観
百
選
と
な
っ
た
。
つ
ま
し

い
町
並
み
に
小
判
つ
り
が
垣
間
見
え
る
。
そ
こ

に
さ
さ
や
か
な
華
や
か
さ
を
と
ど
め
る
イ
ン
テ

リ
ア
が
モ
ノ
ト
ー
ン
の
視
界
を
彩
る
。
住
む
人

も
旅
人
も
ほ
っ
と
和
む
だ
ろ
う
？
景
観
と
は
何

か
？
〈
餅
花
に
春
を
促
す
一
間
か
な
蝶
衣
〉

だ
が
、
雪
の
季
節
も
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。
（
M
）

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
容
0
7
7
9
・
6
6
・
1
1
1
1
）
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